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研究成果の概要（和文）： ネット上で無償公開するOpen Course Ware (OCW)が発展し、教育現場の講義の公開だけで
はなく、専門的な内容で学習者にも効果的なe-Learningコンテンツが作成されるようになり無償で提供されている。
 本研究では、オープンソースを活用し質の高い教材開発を行い学習環境の革新に貢献することを目指した。教育者が
授業の中で利用できる教材と、学生が自主学習として利用できる材料を作成し、ウェブサイト上で無償アクセスできる
ようにした。オープンソースの国際看護学の教材を、授業や学生の自主学習ツールとして利用可能にし実践と分析を行
った。

研究成果の概要（英文）：In University, Open Course Ware has been promoted in which lectures are published 
on the Internet for free access. Advances in technology also allow us to create specialized e-Learning 
contents effective for self-learning by students for free Internet download.
An objective of the study is to develop high-quality teaching-materials by the open source approach of 
ICT (Information and Communication Technology), thereby contributing to the creation of an innovative 
learning environment. For this purpose, a web site containing classroom teaching materials for teachers 
and self-learning materials for students is made open for public　access. Then those materials, for 
example, in the field of international nursing, are actually used by the teachers and the students in the 
classroom and self-learning environment to analyze their usage, points of improvement.
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１．研究開始当初の背景 
（1）国際看護学は、その重要性が指摘され
ながらも、学問的にはまだ発展途上であり、
教育方法や教材開発等は従来の看護の科目
と比較し遅れている。近年、国際看護学とい
う科目を新設した看護大学や看護専門学校
が多くあり、研究者自身も多くの教員を対象
に、国際看護学の講義方法や教材について教
授している。しかし、教える意欲が高いにも
かかわらず国際看護学教材と国際看護学の
知識をもつ教員が圧倒的に不足しているの
が現状である。国際看護学では、教科書や教
材等を作成する専門家や経験者数が少ない
ため、早急に準備されるべき教科書も教材も
整っていないのが現状である。 
 
（2）一般的には、大学規模で教育コンテン
ツを作成し、講義公開などを実施している大
学コンソーシアムが存在している１）。あるい
は、オープンコンテンツについても、米国の
ＭＩＴを中心にプロジェクトが開始されて
いる２）。しかし、このような大学規模のオー
プンサイトでは補えない、看護分野の国際看
護学という新しい科目に限定した、看護学教
育の発展に寄与する教材開発と研究が必要
であることから本研究の着想を得た。 
 
（3）国際看護学の教材が早急に必要な教育
現場において、ウェブサイトを利用して必要
な教材を提供することは、看護教員の負担増
を軽減し多くの教員が国際看護学を教授す
ることに貢献する。さらに、社会構造の変化
による新規学問領域の構築において、オープ
ンソースの発想を活用して教育現場の実践
知を共有することにより、短時間で質の高い
教育教材が開発できることが本研究におい
て明らかになる。 
 
２．研究の目的 
（1）本研究の目的は、看護分野の新領域で
ある国際看護学の構築のため、初期の教材作
成とそれを公表するためのウェブサイトを
作成することで実践知の集積を図り、国際看
護学の発展に資する教材開発の手法を探索
することである。 
 
（2）本研究の意義は、国際看護学だけに効
果的なのではなく、新規学問分野の発展を支
える教育教材開発の方法論として普遍性が
認められれば、他分野への波及の可能性も考
えられることである。 
 
３．研究の方法 
（1）本研究では、ウェブサイトを利用しな
がら国際看護学の初期教材を作成し、看護教
育者の実践知をいつでも誰でもアクセス可
能なサイトに集積する。 
 
（2）本研究に最適なウェブサイトの原案を
作成し企業と共同作業で構築する。国際看護

学の資料を収集し、ウェブサイトに掲載する
コンテンツについて専門家と検討する。その
後、掲載可能な原稿を作成する。作成した初
期教材について評価・改善した後に、ウェブ
サイトにアップロードする。会員登録とアン
ケート調査により内容の充実を図りながら、
内容の評価を受け、改善を繰り返す仕組みを
作る。 
 
４．研究成果 
（1）ウェブサイトの構築については、本研
究のプロトコールを説明し、実際にどのよう
な内容の項目やシステムを立ち上げていく
かについて検討した。その結果、原則はオー
プンソース方式とするが、国際看護学の視聴
覚教材がアップロードされるページは、会員
登録したメンバーのみにＩＤを渡し、そのう
えで自由に利用できる形式とした（図1参照）。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1 ウェブサイトのシステム 
 
（2）ウェブサイトの項目は、国際看護に関
する受容の高い、1）一般情報、2）書籍、3）
映画、4）ホームワークの 4 カテゴリーとし
た。各項目に小項目を付与し、国際的視野を
広げる、海外の状況、国際協力の現状の 3点
とした。また、学生の活用を前提として国際
的なボランティアやインターンの情報も項
目に加えた。 
 4 カテゴリーから入ると情報リンクがあり、
教員や学生が国際機関等のデータ等の検索
に時間をかけず、すぐにアクセス可能なよう
に並べている。また、そのホームページの表
紙ではなく、頻繁に使用する情報を選別して
おり、その情報ページに直接アクセスできる
ようにした。 
 
（3）書籍･映画情報についてもカテゴリー別
に、学生が書籍・映画を検索しやすいように
並べており、これらを授業に活用してホーム
ワークや事前学習に利用可能となっている。
映画は、授業での利用を広げるために、わか
りやすく内容を解説している。さらに、今ま
で国際看護学を学ぶ機会のなかった看護職
者が、自主学習に役立てることも可能である。 
 
（4）現在、高等教育機関がオープンエデュ
ケーショナルリソースを利用して知識を習
得し、大学においては問題解決型や体験型の
授業を受けるというプログラムやカリキュ



ラム変革が推進されている３）。これらの理由
からも、事前学習としての役割を本研究のウ
ェブサイトが果たす役割は大きい可能性が
ある。しかし、授業を実践する教員にとって
は、知識は学生の事前学習に任せて、大学で
は問題解決型や体験型などのグループワー
クを活用した授業を実践する方法には慣れ
ていない。そのため、専ら授業の内容を補う
方法としてのホームワークという視点から
内容を検討した。 
 
（5）新規登録ページから入ると、管理者（研
究者）に連絡され、ＩＤ番号が付与される。
その後、教員向けの要ログインページへのア
クセスが自由となる。教員向けページには、
研究者が実際の授業で繰り返し実践したう
えで、効果的であった国際看護学の基礎的授
業教材を、自由にダウンロードし授業で利用
できるようにしている。学生評価や国際看護
学の専門家、大学院生等の意見を分析して適
切な教材を掲載した。 
 
（6）実際に教材を利用した教員等からのフ
ィードバックをもらうために、アンケートペ
ージを作成した。このアンケートの結果を基
に再検討を繰り返すことで、より質の高い教
材開発が進むことを期待している。（図 2 参
照）。 

図 2 要ログインの追加システム 
 
（7）初年度に、参加型講義について国際看護
学を題材として2回の研修を実施した。開発し
た教材を、研修対象者100名に実施する中で、
ウェブサイト上にアップして利用しやすい内
容と、直接講義すべき内容に分別された。そ
の中から、国際看護学の専門知識が豊富でな
くても看護教員が利用し易いパワーポイント
資料を選択した。この初期教材は、内容を再
検討した上で教員向けページにアップされて
いる。 
 
（8）企業が開発した電子黒板とPCを使用し、
オンライン教育システムを連動させる機器を
試作したシステムを教室に配置し、実際の研
修の中で初期教材が使用可能であるかを試し
た。教員にとって使用方法が煩雑でないか、
手軽に誰もが国際看護学の教材にアクセスで
きるかについて専門家と検討した。これらの

試行によりＩＣＴを利用した初期教材を提供 
できることが示唆された。 
課題としては、ネット接続環境の整備が十
分でない大学内で、グループに1つのＰＣを設
置し、同時に20台近くのＰＣからの情報を得
ることは、その時点の技術では困難であった。
そのため、授業中のグループワークでのＰＣ
利用については、ネット環境の向上次第であ
るため、今後も試行の機会を待つこととした
い。開設したウェブサイトは図3を参照。 
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図 3 ウェブサイトのサンプルページ 
 
（9）新規分野である国際看護学の教育内容
と自主学習の質保証のためには、どこでも誰
でもアクセス可能なＩＣＴを活用すること
の有効性は認められたといえる。広く看護教
員と学生に周知し、教材の波及と工夫を継続
することが重要となる。さらには、今回試作
したオープンソース教材は、将来的に日本だ
けではなく多様な言語に変換して、世界に発
信することが可能であり、看護教育のグロー
バルスタンダード確立にも役立つものであ
ると考える。 
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